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【事業所概要（事業所記入）】

事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 1

〒３１１－１４２６

茨城県鉾田市樅山５７９－１

自己評価作成日 平成２２年５月２４日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２２年７月７日 評価確定日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

認知症高齢者グループホーム　和みの家

０８７３６００６１３

社会福祉法人　　樅山会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２２年１０月２０日

　特別養護老人ホームに隣接されており、施設入居者と在宅福祉サービス利用者との交流の場とし
て、地域の方に広く開放されています。地域密着事業として、利用者様が、住みなれた地域で、こ
れまで大切にしてきた馴染みの人との関係が途切れないよう支援しております。
季節の行事等を取り入れ、ゆったりとした流れの中でお互いに明るく楽しい交流を図っています。
また、のどかな雰囲気の中で、家庭菜園もあり四季おりおりの野菜を作り、皆様に召し上がってい
ただいております。

　管理者と全職員で話し合い「住み慣れた地域、安全で安心な生活、いこいの場」との理念を作成
し、利用者の自立した日常生活の支援や機能訓練等のケアに取り組んでいる。
　利用者は市の敬老会に参加したり文化祭を見学しているほか、小学校の運動会に父兄の送迎の協
力を得て参加するとともに、事業所に訪問した保育園児とふれ合ったり職場体験で来訪した中学生
と交流している。
　法人主催の納涼祭に地域の人々の参加協力を得たり、近隣住民から季節の野菜の差し入れがある
など、利用者は地域とつながりながら暮らしている。
　家族等の来訪時や家族会を利用して意見を聴いたり、家族アンケートの実施や毎月１回利用者や
栄養士、職員等で生活改善委員会を開催し、出た意見等を運営に反映させている。
　契約時に事業所や第三者機関の苦情相談受付窓口を説明するとともに、結果を文書で家族等に報
告している。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

　茨城県福祉サービス振興会のホームページ「介護サービス情報検索」か
ら情報が得られます。

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２２年１０月１２日

平成２２年１０月１日



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

特養設立当初からの「やすらぎの家
をめざして」という理念の他、施設
長と職員全員で考えた独自の理念を
掲げ、掲示板や事務室に明示し、ス
タッフ会議で読み上げるなどして、
確認し合っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

地域の小学校の運動会に参加する際
には、小学生の家族が送迎してくだ
さっています。又、当事業所で納涼
祭を行なう際には、地域に参加の呼
びかけを行い、当日は多数の方々に
ご参加をいただいています。

人材育成の貢献として、実習生の受
入れも積極的に行なっています。
地区民生委員を通して、高齢者家族
に認知症に関するパンフレットを配
布していただいています。

ケースだけの問題と捉えるのではな
く、そのケースに起きた事が、地域
住民の中にも起こりえる問題として
考え「こういったケースの時にはど
う対処するのか」といった情報共有
を出席者間で図り、サービスの向
上、地域力の向上につながるよう努
力しいます。

1 1

2 2

3

4 3

外　部　評　価

　「住み慣れた地域、安全で安心な
生活、いこいの場」との理念を管理
者と全職員で作成しヘルパー会議や
朝礼で話し合い共有するとともに、
日々のケアに活かしている。

　利用者は市主催の敬老会に参加し
たり文化祭を見学しているほか、小
学校の運動会に父兄の送迎の協力を
得て参加するとともに、散歩の途中
に事業所に立寄った保育園児とふれ
合ったり、職場体験で来訪した中学
生と交流している。
　年間を通して季節の野菜の差し入
れがあったり、法人主催の納涼祭に
は地域の人々の参加協力を得るな
ど、職員は利用者が地域とつながり
ながら暮らし続けられよう支援して
いる。

　運営推進会議は２ヶ月に１回開催
し、サービスの現状や行事報告、避
難訓練、外部評価結果について報告
するとともに会議録を作成し、出た
意見等をサービスの質の向上に活か
している。
　運営推進委員には運営推進会議年
間予定表を配布し出席し易いよう配
慮している。

1 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

処遇困難事例の対応を福祉事務所と
協力連携して実施している。また、
利用者によっては、自宅への外出時
に福祉事務所の方も一緒に行ってい
ただくなど協力していただいていま
す。

職員の代表が研修に参加し学んでき
た事を勉強会を開催し伝達講習して
います。これにより職員全員が身体
拘束をしないケアへの理解を深め、
質の高いケアとなるべく心がけてい
ます。また、帰宅願望が強いケース
の場合は、止めるのではなく同伴外
出を試みる等して対応しています。

勉強会の中で、高齢者虐待防止法に
ついて話し合いを行い、どのような
行為が虐待に当てはまるのかを理解
し、「何気ないひと言で、入居者・
利用者の尊厳が損なわれないよう注
意する」といったことを含め虐待防
止に努めています。

玄関入り口に、パンフレットを置き
利用者やご家族にも周知いただける
よう努めています。また、勉強会を
開き、職員の理解を深めるようにし
ています。

5 4

6 5

7

8

　市担当者が運営推進会議に出席してい
るほか、市担当者から情報提供を受けた
り、事業所の課題についての相談や利用
状況等の報告をしている。
　生活保護利用者への対応は福祉事務所
職員と連携を図ったり、帰宅願望のある
利用者に対し安心して生活できるよう福
祉事務所職員と一緒に利用者の自宅への
外出支援を行っている。

　利用契約書に緊急やむを得ない場合を
除き身体拘束は行わないことを明記する
とともに、利用者や家族等に説明し身体
拘束をしないケアに取り組んでいる。
　法人内の身体拘束委員会に代表者が参
加しているほか、職員が研修を受講した
場合は記録を作成し回覧したり、職員会
議や勉強会等で報告し全職員で共有して
いる。
　職員は言葉かけや見守りをするなどし
て利用者の安全を確保しつつ玄関の施錠
を含め身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　職員は家族等の面会や電話連絡時
に話を聴くとともに、家族会や運営
推進会議時に意見等を聴いたり、家
族アンケートを実施し要望を汲みあ
げるよう努めるほか、生活改善委員
会を毎月開催し利用者の意見等を聴
くよう努め、出た意見等を運営に反
映させている。
　玄関に意見箱を設置するとともに
重要事項説明書に苦情相談受付窓口
を明記している。
　家族等から意見が出易いように法
人の広報紙を年４回送付したり、利
用者の近況を毎月家族等に報告して
いる。

　管理者は日々の記録や毎日の朝
礼、毎月のヘルパー会議等を利用し
て職員の意見や要望を聞き、出た意
見等を運営に反映させているが、全
職員で内容を共有するまでには至っ
ていない。

　全職員が会議内容を共有するよ
う、欠席した職員でも会議録の内容
を確認することを期待する。

・入所契約書及び重要事項説明書に
基づき、　十分な説明を行ない、理
解・納得の上で、同意書に記入して
いただいています。　　　　　　・
解約においても十分説明を行ない理
解していただいています。

・月に一度生活改善委員会を開き，入
居者の意見を聞き取りし、事業の実行
に反映しています。・運営推進会議、
家族交流会や面接時において、いろい
ろな意見をいただいています。また、
苦情・相談委員会を設置し、意見が
あったときは委員会を開催し、随時対
策の検討や是正を実行しています。・
ご家族へはアンケートを行って、いた
だいたご意見を施設運営に役立ててい
ます。

・日頃より、コミュニ－ケーション
を図るよう心がけ、随時、職員の意
見や提案等を受け付けています。月
一回ヘルパー会議を設けてケアの向
上に努めています。

・職員用の休憩室が確保してありま
す。　　　　　・年2回健康診断を行
い、体調管理に努めています。
・資格取得についても、資料を分かり
やすい所に貼り付け、自由に閲覧でき
るようにしています
・職員アンケートを行い、働きやすい
職場作りを心掛けています。

9
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11 7
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

利用者の生活歴や性格を理解し、同じ
目線に立ってコミュニケーションを図
りながら信頼関係を築いています。
また、サービス利用前に必ず本人に会
い、心身の状態や考えを聞き、本人に
受け入れていただけるような関係づく
りに努めています。

必要とされる研修に参加し、勉強会
に取り入れています。また、研修報
告書を作成し回覧しています。

研修会等に参加した際、他所で行
なっている工夫や注意している事等
の情報交換等を行い、ケアの向上に
つとめています。

家族にとって心配なことや悩んでいること
をお聞きし、事業所としてどのような対応
がしていけるか理解していただきます。ま
た、傾聴により、家族自身が悩み事に落ち
着いて向き合い、受容したり柔軟に考えて
いけるように支援する関係作りを目指して
います。

これまでの経緯や、サービス利用状況を把
握し、利用者や家族が何を必要としている
のかを会話の中で確認しながら理解を深め
ています。必要に応じ、地域包括支援セン
ターへつないだり、居宅介護支援事業所へ
の相談を促す等他のサービスにつなぐこと
で問題の解決につながるよう支援していま
す。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

家族・友人・知人等に自由に訪問し
ていただき、外出も勧め、交流が図
れるように努めています。

利用者情報を記録簿や引継ぎ簿に記入
し、職員間で情報共有しています。ま
た、お茶の時間は職員も一緒にお茶をの
み会話を持つなどして、利用者同士の関
係がうまくいくように配慮しています。
利用者同士のトラブルが生じない様、個
別に話を聞いたり相談にのるなどして、
人間関係がうまくいくよう職員が調整役
となって支援しています。
退所や老健施設等に入所された方に
も声掛けして迎えに行き、一緒にお
茶をしたり、家族交流会にお招きす
るなどして交流を図っています。

家族が面会に来た時には、入居者の
日常の生活状況をお話し、家族の事
などについて話し合いを持ち、情報
の共有に努めながら、ケアにあたっ
ています。
毎月一回担当職員が利用者の現況報
告を作成し、ご家族宛に郵送してい
ます。

利用者が何を必要としているのかを
考え、職員や他の利用者とコミュニ
ケーションを取りお互いが信頼でき
る関係作りをしています。また、レ
クリエーション等の中から、昔の歌
や遊び、行事ごと等を教えていただ
いたりしています。

18

19

20 8

21

22

　利用者は地域の美容院を継続して利用し
たり、家族等の協力を得て馴染みの場所や
墓参りに出かけている。
　親類や友人などが来訪したり、利用者が
入居前に住んでいた近所の方から利用者の
好きな食べ物が届いている。
　職員は利用者に電話を取り次ぐなど馴染
みの人との交流を支援し、関係継続に努め
ている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

利用者本人の生活、日々の記録から
生活リズムを把握し、残存能力を活
かせるようなケアを行なっていま
す。

日々の生活の中で、常に声掛けを行
い把握するように努めています。ま
た、意思の疎通が困難な方は、表情
等から汲み取り、確認するなどして
意思の疎通を図っています。

これまでの生活歴等は、利用者のプ
ライバシーに触れる部分である為、
十分配慮しながら、本人との会話の
中から、また、家族・知人等の面会
時にお話をお聞きするなどして把握
するように努めています。

本人、家族等との話し合いのデータ
を基に、ヘルパー会議の中で話し合
いをして、介護計画の作成に活かし
てます。

23 9

24

25

26 10

　職員は利用者との日々の係わりの
中で、表情や言葉から一人ひとりの
思いや意向の把握に努めている。
　意向の把握が困難な場合は、家族
等の面会時に意見等を聴き職員で話
し合うほか、利用者一人ひとりの生
活状況が記載してある「和だちノー
ト」などから利用者本位に検討して
いる。

　介護計画は利用者や家族等の要望
を取り入れたり、毎月開催している
ヘルパー会議や朝礼等で話し合った
ことを反映させ作成するとともに、
設定期間毎の見直しや利用者の心身
の状態に変化が生じた場合は現状に
即した介護計画に見直すほか、家族
等に説明し確認を得ている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

利用者や家族が受診を希望するかかり
つけ医を入居時に確認し、出来るだけ
希望に添えるように支援しています。
通院は、家族による送迎、または希望
により職員が同行して行ないます。診
察結果においては、変化があった場合
は随時家族に連絡をしています。

・入居者の体調の変化を見逃さないよ
う、早期発見にとりくんでいます。
・隣接する医療機関と必要に応じ連絡
を取り、健康管理や医療活動を行なっ
ていますが、介護職員の病気に対する
理解や観察力を付ける必要性を感じて
おり、今後の課題となっています。

個別に、食事、水分量、排泄等の身体
状況や、その日の本人の様子や言葉、
ケア内容を記録し、考察も記入できる
ようにして、すべての職員が経過を含
め様子を確認し勤務に当たるようにし
ています。
朝、ミーティングを行い、特に重要な
事、注意する事等を伝え情報の共有を
図っています。

急な外出や外泊、通院や送迎の必要
な支援において、柔軟に対応してい
ます。

利用者が安心して生活して頂ける
様、近在の消防団と合同で年３回消
防訓練を行っています。また、月２
回買物に出かけたり、本人や家族の
希望に応じ、訪問理容や送迎付きの
理容サービスを利用していただいて
います。

29

30 11

31

28

27

　入居時にかかりつけ医を確認し家族等や
利用者の希望にそった受診支援をしてい
る。
　通院介助は家族等や職員が行い適切な医
療が受けられるよう支援している。
　受診結果を家族等に説明したり記録する
など情報の共有を図っている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

地元消防団の協力を得て、年３回消
防訓練を行っております。また、緊
急時に職員が駆けつける時間を把握
する為に、緊急連絡網を回していま
す。

入院時には、本人の情報を医療機関
に提供し頻繁に職員が見舞うように
しています。また、家族や担当医師
とも情報交換し、回復状況の把握に
努め、退院支援に結び付けていま
す。

当事業所においては、日常生活にお
いて自立し共同生活が行なえる方が
入居の条件であることを入居時に説
明し、家族の了解をいただいていま
す。重度となった場合について、本
人や家族の意向を踏まえ、医師、職
員が連携を図り事業所として出来る
ことを十分に説明し、理解をいただ
いています。（マニュアルについて
は、樅山会にて作成）

消防署の協力の下、すべての職員が
普通救命講習を修了しています。ま
た、ヘルパー会議時において、マ
ニュアルを基に勉強会を行なってい
ます。

32

33 12

34

35 13

　利用契約時に利用者と家族等に自立した
生活ができることが入居の条件であること
を契約書や重要事項説明書で説明し、重度
化や終末期のケアができないことについて
同意を得ている。
　退去にあたっては利用者や家族等に説明
し記録を保管するともに、介護老人福祉施
設や病院、居宅介護支援事業所、その他の
保健医療サービス、福祉サービス提供者の
紹介を支援している。
　利用者の体調の急変や事故等に備え全職
員が普通救命講習を受講しており、ヘル
パー会議時にマニュアルを基に学習してい
る。

　消防署や消防団の協力を得て、火災避
難訓練や通報訓練、夜間想定訓練、消火
訓練を同一法人他施設と合同で年３回実
施している。
　訓練後は記録を作成し今後の訓練に活
かすとともに、運営推進会議等でも報告
している。
　災害の発生に備えて法人で備蓄リスト
を作成し一括準備しているが、飲料水や
排泄用品等を備蓄するまでには至ってい
ない。

　災害時に備えて飲料水と排泄用品
の備蓄を提案する。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

職業や過去の生活歴からご本人の好
む色やコーディネートを提案し、一
緒に考えながら衣類の選択を勧めて
います。また、マニュキュアや口
紅、ファンデーションを付ける等お
しゃれに興味のある方には、一緒に
お化粧したりしています。

利用者の意向を聞きながら、季節に
応じた催し物や外出等を企画してい
ます。しかし、当日の体調や天候に
よっては利用者の気持ちが変わるこ
ともあるので、意向を尋ね無理強い
する事が無いよう注意しています。

ご本人の人生の中で一番輝いていた
頃の思い出を積極的に話していただ
ける様働きかけ、一人ひとりの存在
が、かけがえのないことであると感
じられるように日頃の会話に気をつ
けています。

うまく言葉に出来ない状況の方もお
られるので、想定される選択肢を具
体的に提示し、本人の気持ちが表現
しやすいように支援しています。

36 14

37

38

39

　職員はトイレや居室の入室時には
言葉かけを通して利用者の自己決定
を促すなど、一人ひとりの誇りやプ
ライバシーを大切に支援している。
　個人情報使用について家族等の同
意を得るなど取り扱いや管理に留意
している。
　プライバシー保護に関するマニュ
アルを作成するとともに、職員は法
人内研修や外部研修で共有し日々の
ケアに活かしている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

・入居者と職員とで一緒に食材を刻ん
だり、盛り付けたり、配膳したり、ラ
ンチョンマットやお箸のセッティン
グ、食卓の花を飾る事などを協力して
行い楽しみのある食卓をなるよう心掛
けています。・月に一度は出前をとっ
て食事をすることを行なっており、普
段とは違う味付け、ボリュームでそれ
ぞれの希望のメニューを配達してもら
い喫食しています。

・食事量や水分量を全職員がすぐに
把握できるよう記録しています。
・本人の食べやすい形状（刻み・お
かゆ）等も確認し対応しています。
・毎日の献立のメニューは隣接する
施設の管理栄養士が作成しておりま
す。
全員に歯磨きの実施の声がけをし、状態
に応じた支援（食後のうがい、歯磨き、
入れ歯の洗浄）を行っています。しかし
ながら、利用者によっては、拒否や、筋
肉硬直のため食事の時間がずれてしまっ
たりする事もあり、シフトを越えて継続
的に対応する取り組みが今後の課題に
なっております。

・個々の排泄時間を考慮し、トイレ
誘導をおこなっています。
・失敗してしまった場合でも、自尊
心に配慮し周囲に気づかれないよ
う、声掛けやタイミングを図ること
を行ないながら対応しています。

40 15

41

42

43 16

　利用者や職員、栄養士で生活改善委員
会を毎月開催し、出た意見等を食事の支
援に活かしたり、行事や誕生会の食事に
取り入れている。
　毎月１回出前を利用するなど、利用者
の希望にそった支援をしている。
　利用者と職員が一緒に食事をし、和や
かな雰囲気の中「美味しい」との感謝の
言葉が聞こえている。
　利用者は調理や盛り付け、ランチョン
マットのセッティング、配膳、下膳、後
片付けなどを職員と一緒にしている。

　職員は利用者一人ひとりの排泄パター
ンを把握するとともに時間を見計ってト
イレ誘導したり、利用者の様子からサイ
ンを察知し言葉をかけるなど、トイレで
排泄ができるよう支援しているほか、排
泄介助時には利用者の身体機能に応じて
手を差し伸べている。
　居室にトイレを備え付け利用者のプラ
イバシーや羞恥心、排泄の自立に配慮し
ているため、利用者は自分でパッド交換
などをしている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

・排泄の有無の確認。排便が無い場合
は、自然排便や牛乳、ヨーグルト、サ
ツマイモなど自然排便を促進する食品
の喫食を進め自然排便を促します。
・散歩や体操や足の運動等を行いお茶
の時間の水分量もチェックしていま
す。

基本的には、入浴は毎日行なってい
ます。バイタルチェックを行ないな
がら本人の体調を伺い、入浴してい
ただいています。入浴の際も本人の
希望で午前中であったり、シャワー
浴にしたりとその都度対応していま
す。

・利用者の体調を考慮し、日中の活動
を促し、安眠していただける様心掛け
ています。　　　・なかなか寝付けな
い利用者には、職員が一緒におしゃべ
りするなどして、気になる事を聞き取
りすっきりして落ち着いていただける
ように支援しています。

利用者個人ごとのファイルを作成し、薬の
目的、副作用、用法用量について把握して
います。
薬は朝・昼・晩と分けて保管し、食事介助
者が名前を確認し、手渡しで服用していた
だいています。また、変更があったとき
は、服用しての状態を医師に報告していま
す。

・生け花や食事作り、盛り付け食器拭
きテーブル拭き、モップ掛け、新聞取
りなど利用者それぞれに出来ることを
役割として見守りながら行っていただ
いています。　　　　　　　・音楽鑑
賞、散歩、レクリエーションと利用者
によって様々ですが、気分転換が図れ
るよう支援しています。

44

45 17

46

47

48

　利用者の希望にそって午前中や夕方の時間
帯に入浴できるよう支援している。
　入浴を拒む利用者にはタイミングを見計
らって声かけをしたり、シャワー浴や清拭な
どを実施し一人ひとりに応じた支援をしてい
る。
　浴室は男女別に２ヶ所設置しており浴室の
窓からは中庭が観賞でき、季節に応じて菖蒲
湯や柚子湯を取り入れ入浴が楽しめるよう工
夫している。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

手紙はもちろん本人に手渡しし、電
話の場合は、コードレスで各利用者
の居室で話していただいています。

・利用者が集まる食堂や和室は、見通
しがよく、音楽をかけたりして落ち着
いた雰囲気を大切にしています。ま
た、季節感を大切にして、季節行事を
実施して楽しんでいただいています。
（七夕、月見、入浴時には、菖蒲湯、
ゆず湯、食堂では草もち作りや冬は餅
つき等）
・壁には、それぞれの催し物の写真を
飾り家族の方にも見ていただいていま
す。

家族よりお金を預かり事務所で管理
していますが、買物や外出の際はお
財布を持ち、支払いは職員が見守り
ながら、自分で行なっています。

自力歩行・歩行器・シルバーカー・車
椅子等本人の歩行状況は様々ですが、
天気の良い日には、なるべく外に出て
いただけるよう支援しています。外で
お茶をしたり、手作り弁当を喫食した
りしています。また、遠足等外出企画
の参加は、本人に確認し、家族に相談
する等して、かかる経費も考慮し、時
には職員が下見するなどして、利用者
が安心して出かけられるよう支援して
います

49 18

50

51

52 19

　利用者は家族等の協力を得て墓参りな
どに外出している。
　職員は利用者が日常的な散歩のほか花
見やぶどう狩り、ドライブ、法人や事業
所主催の遠足などに出かけられるよう支
援している。
　月２回買い物を支援し利用者は職員見
守りのもと自分で代金の支払いをしてい
る。
　天気の良い日は日光浴を兼ねて戸外で
お茶を飲んだり手作りの弁当を食べられ
るよう支援し、利用者の楽しみとなって
いる。

　玄関や食堂、サンルームからは紫陽花な
どの草花や畑の作物が観賞でき季節の移り
変わりが感じられる。
　ゆったりとした明るい食堂には観葉植物
や行事などの写真を飾っているほか、利用
者が寛げるよう椅子やテーブルを用意した
りテレビを設置し、居心地良く過ごせるよ
う配慮している。
　畳のスペースは洗濯たたみや休息、雛祭
りなどの催し物に利用している。
　サンルームでは利用者が自由に滑車運動
ができるよう器具を設置している。
　台所や浴室、トイレなどの共用空間は清
潔に保たれ、窓ガラスの清掃は家族会の協
力を得ている。
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☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

利用者の状態に合わせ、廊下、浴室
等の手すりの位置、安全確保に心が
け、自立への配慮をしています。ま
た、居室を間違えてしまう利用者に
は、居室入り口に目印として花を付
ける等して、分かりやすいよう配慮
しています。

各居室には、家族や本人が持参され
たラジオやテレビ、写真、寝具、植
物等を置き、それぞれに個性があ
り、落ち着ける過ごしやすい場に
なっています。

庭や玄関の椅子の他、サンルームに
テーブルと椅子、廊下にはフット
マッサージ器と椅子を設置してあ
り、利用者同士で自由に使っていた
だいています。

55

53

54 20

　利用開始時に利用者や家族等に使
い慣れた物品を持ち込んでもらうよ
うに説明している。
　利用者は居室に時計や日用品、整
理タンス、テレビ、観葉植物、書
物、冷蔵庫など使い慣れた馴染みの
物を持ち込み居心地良く過ごせるよ
う工夫している。
　職員は利用者の生活歴を把握する
とともに、利用者が居室の清掃や新
聞取り、洋服の洗濯、洗濯干しなど
を担い意欲を持って暮らせるよう支
援している。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

60

61

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

○ 2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

○ 1,ほぼ全ての職員が

2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。
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（様式４）

　　　　作成日　  平成２２年９月２５日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 13

災害の発生に備えて法人で
備蓄リストを作成し一括準
備しているが、飲料水や排
泄用品等を備蓄するまでに
は至っていない。

災害時に備えて飲
料水と排泄用品の
備蓄を準備する。

災害時に備えて飲料水と排泄
用品の備蓄を購入する。(排
泄用品については、オムツ・
尿取りの他、ポータブルトイ
レにて対応する）保存水・・
2ℓ×6・・7ケース準備

7/26付修了

2 7

管理者は、日々の記録や毎
日の朝礼、毎月のヘルパー
会議等を利用して職員の意
見や要望を聞き、出た意見
等を運営に反映させている
が、全職員で内容を共有す
るまでには至っていない。

全職員が会議内容
を共有するよう、
欠席した職員でも
会議録の内容を確
認する。

会議時に欠席した職員が、確
認した事が分かるよう、会議
録に確認印が押印出来る様な
書式の作成をする。

8/7付修了

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画

　    事業所名　認知症高齢者グループホーム　和みの家
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